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1. はじめに 

 沿岸域生態系の問題の一つには，藻場，干潟などの浅場生態系を特徴づける底生微細藻類を起点とす

る食物連鎖の劣化が挙げられる．近年では港湾内でも環境に配慮したコンクリートの使用や環境共生型

事業が行われるようになったが，底生微細藻類に着目した事例は鉄鋼スラグ 1)のものがある程度で数少

ない．そこで本研究では，生理機能を有するアミノ酸を混和させたコンクリートを新たに開発し，コン

クリート表面の付着藻類の生長速度とその要因を検討することを目的に，現地および室内実験を行った． 

2. 研究内容 

2.1 アミノ酸混和コンクリート 

アミノ酸はタンパク質を作っている最小の成分で，様々な生体機能があり，本研究で用いたアルギニ

ンは，栄養剤の成分として使用されている．コンクリートは，このアルギニンをセメント重量比 5 ％混

和させて作製した．なお，28 日圧縮強度が 25.4 N/mm2 であったことより，本コンクリートは構造物材

料として十分に使用できる． 

2.2 現地実験および室内実験方法 

現地実験とその現象を明確にするための室内実験を行った．現地実験は藻場が広がる大阪湾小島漁港

でアミノ酸混和コンクリート（ＡＣ）と普通コンクリート（ＯＣ）を海底（DL-3.5ｍ）に沈設し，毎月，

水質調査と付着藻類量などを測定した．また室内実験は，徳島県小松島港臨海実験場の砂ろ過海水の掛

け流し式水槽に，各コンクリートを沈設し，そこに 12 時間毎にライトをオンオフさせて行った．毎週，

付着藻類量の測定の他，藻類の種組成，藻類中のアミノ酸濃度の測定，コンクリートからのアミノ酸溶

出実験を適時行った． 

3. 結果および考察 

 図 1 に現地実験でのＡＣ，ＯＣの表面上での Chl.a 量を示す．現地実験では，変動しつつもＯＣに比

較してＡＣの藻類量は，調査期間を通して多く，しばしばＡＣにのみ藻類を食するアワビやサザエが付

着していることが観察された．図 2 に示した室内実験でのＡＣ，ＯＣの表面上での藻類生長量からも，

ＯＣに比較してＡＣの藻類量は多かった．ただし，ＡＣ上の藻類を除去すると再び同じ速度で生長が始

まった．波浪による流出，動物による摂餌の影響もないことから，増加量から定着初期の生長速度を求

めると，ＡＣのそれはＯＣに比較して約 10 倍大きかった．またその効果は維持されることもわかった． 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1 AC，OC 表面上での Chl.a 量（現地実験） 図 2 AC，OC 表面上での藻類生長量（室内実験） 
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ＡＣ上の藻類の生長速度が大きかった理由として，以下の 3 点が考えられる．①図 3 に示したＡＣ，

ＯＣを浸漬させた海水の pHは，ＡＣはＯＣに比較して海水のｐＨ上昇は小さかったことが挙げられる．

②図 4 に示したアミノ酸溶出実験では，ＡＣでのみアルギニンと，それが分解，加水分解されたアンモ

ニア性窒素が検出された．分解生成物も起源であるアルギニンに換算した．なお，ＯＣからはこれらの

物質の溶出はなかった．③アミノ酸混和コンクリートを現地に沈設し，付着藻類中のアミノ酸の結果を

図 5 に示す．図 5 より，７か月後のＡＣの付着藻類中のアルギニン濃度は，ＯＣに比較して約２倍高く，

藻類がアルギニンなどのアミノ酸を体外から取り込んでいることが示唆された． 

また，表 1 に現地実験でのＡＣ，ＯＣ表面上の藻類相を示す．現地では７か月後，室内実験では１か

月後の付着藻類の種組成を調べたところ，優占する種はいずれも珪藻綱で，付着性の藻類であった．つ

まり浮遊性の藻類が沈降・堆積したのではなく，藻類はコンクリート表面上で付着，増殖したと考える

ことができる． 

以上の結果から，ＡＣは普通コンクリートよりも高アルカリ化せず，アルギニンや分解物質であるア

ンモニア窒素を緩やかに供給し，付着微細藻類の生長に適した環境を創出できる材料であることがわか

った． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. まとめ 

 ＡＣは普通コンクリートよりも高アルカリ化せず，アルギニンや分解物質であるアンモニア窒素を緩

やかに供給し，付着微細藻類の生長に適した環境を創出できる材料であることがわかった． 
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図 3 ＡＣ，ＯＣを浸漬した海水の pH（室内実験） 

表 1 ＡＣ，ＯＣ表面上の藻類相（現地実験） 

図 5 付着藻類中のアミノ酸（現地実験） 

図 4 アミノ酸溶出速度（室内実験） 
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